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お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 37,45 37,41 -0,04 41,85 -4,44

USD / BRL Spot BRL 3,2397 3,2107 -0,0290 2,8390 +0,3717

USD / JPY Spot JPY 121,37 120,11 -1,26 118,79 +1,32

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 50.285 51.526 +1.241 51.280 +246

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 304,9 295,3 -9,6 231,8 +63,5

Brazil 10yrs Gov. Bond % 13,10 12,98 -0,12 12,75 +0,23

DI Future Apr16（金利先物） % 13,79 13,66 -0,13 13,22 +0,44

3 Months US Dollar Libor % 0,269 0,269 +0,000 0,261 +0,008

CRB Index（国際商品指数） Index 209,0 212,0 +3,0 227,3 -15,3

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は、一時３．２８台に迫る動きを示したものの、ＦＯＭＣにおいて金利・成長率

見通しが引き下げられたことを受け、引けにかけてドル売りが加速。３．１９台前半までドル売りレアル買い

が進行する時間帯も見られた。事前の市場予想通り、声明文からは「利上げに際してｐａｔｉｅｎｔ（辛抱強く

なれる）」との文言が削除されたものの、イエレン議長は記者会見において、「文言が削除されただけであり、

利上げに向けて我々が性急な姿勢になることはない」と発言。利上げの判断については、「労働市場が

一層改善し、インフレ率が中期的に２％の目標に戻っていくとの合理的確信を得られた場合に、ＦＦ金利の

目標レンジを引き上げることが適切になる」との見方を維持した。６月利上げの可能性が完全に排除された

わけではないが、同時に公表された２０１５年末金利予測の中央値が前回の１．１２５％から０．６２５％に

下方修正されたこともあり、マーケットの早期利上げ観測は大きく後退したと言えるであろう（なお、足許で

進行するドル高が成長率見通し引き下げの要因であるとの見解も示した）。ダウ平均株価は前日比１．３％

の大幅高。また、ボベスパ株式指数も前日比２．５％高となった。

今回のＦＯＭＣにより、今後利上げを開始したとしても、そのペースや幅は市場が想定しているよりも極めて

揺るやかになる可能性高いことが示された。３月以降急速に進展するレアル安が一時的に抑制される展開

も想定されるが、基調的なトレンドに変化はないと予想している。


